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★★★今月のあなたの運勢★★★ ❷

JAたかさき

　ＪＡたかさきは「ＪＡたかさき管内にて食と農にまつわる１枚」をテーマにして、ＳＮＳフォト
コンテストを開催しました。
　地域の農産物、風景、食卓の風景、自然などの魅力を再発見する作品を募集しました。
　みなさん素敵な作品の応募ありがとうございます。

　　　応募期間　令和７年９月15日～令和８年２月28日
　　　応募総数　65件

　審査の結果、最優秀賞、優秀賞、高子さん賞が決定しましたので発表します。

　審査は、テーマ性（農業や食との関連）、表現力・構図、感動やストーリー性を基準に役職員で
実施しました。

①撮影者の説明　②撮影場所　③審査講評

①田植えの手伝いにきた小２と小４が大活躍
②高崎市島野町の田んぼ
③�田んぼの中で二人が力を合わせて稲を持って、とても楽しそうな
笑顔が魅力の作品。
　�背景には、青空と白い雲、オレンジ色の屋根、緑の稲苗が、すが
すがしい初夏の雰囲気を表現しています。

「手植えで田植え」

「美味しく出来るかな！」

「子の稲刈り体験」

①年末恒例の家族でのお餅作り
②自宅
③�祖母に教えてもらいながらお正月の鏡餅を作っているのでしょ
うか、楽しさや微笑ましさが伝わる心温まる作品。
　�楽しそうな表情と餅を丸めたり伸ばしたりする作業の様子が良
くわかり、手作りの楽しさが伝わってきます。

①�８歳の我が子が、おぼつかない手で稲刈りの手伝い。お米が給
食や食卓へ届くことを知識だけでなく、実体験を通じて理解し
て欲しいと願う。
②高崎市金古町の田んぼ
③�小さな手で鎌を持った子供を、父が手伝いながら親子で協力し
て農作業に取り組む家族を写した作品。
　�中央に親子を配置し、手前には刈り取った稲束、奥には実った
稲穂が垂れさがる構図が印象的です。

ＪＡたかさき ＳＮＳフォトコンテスト２０２５
入賞作品発表

最優秀賞

優秀賞

高子さん賞



牡羊座 ３/21～４/19❸

JAたかさき

（全体運）春風に乗って運勢は軽やか。思い切りの良さがツキにつながります。ささっと動きましょう。身近なことを大切に
（健康運）吹き出物に注意。生活のリズムを整えて
（幸運の食べ物）タラの芽

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
３
月
14
日
、
Ｊ

Ａ
本
店
隣
の
圃
場
で
Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー

ン
利
用
者
に
募
集
し
た
「
ジ
ャ
ガ
イ

モ
植
付
け
体
験
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
は
６
月
上
旬
に
開
催
す
る

「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
収
穫
体
験
祭
り
」

の
圃
場
６
㌃
で
、
親
子
連
れ
ら
19
組

66
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
植
付
け
体
験
は
初
め

て
の
試
み
で
、
自
分
達
で
植
え
た
作

物
を
収
穫
す
る
こ
と
で
、
食
べ
物
の

大
切
さ
を
感
じ
て
頂
く
Ｊ
Ａ
ら
し
い

取
り
組
み
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。

　
役
職
員
が
植
付
け
作
業
の
手
本
を

見
せ
た
後
、
参
加
者
は
種
芋
２
個
を

置
き
土
寄
せ
し
て
、
自
分
の
植
え
た

場
所
に
札
を
立
て
ま
し
た
。
６
月
に

は
成
長
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
自
分
達

答
し
て
、
即
答
出
来
な
い
案
件
に
つ

い
て
は
担
当
部
署
か
ら
改
め
て
対
応

す
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

　
各
支
店
で
の
主
な
質
疑
・
回
答
内

容
は
、
広
報
誌
「
Ｊ
Ａ
だ
よ
り 

た

か
さ
き
５
月
号
」
の
誌
面
に
て
掲
載

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
座
談
会
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
要

望
等
を
Ｊ
Ａ
運
営
や
今
後
の
方
針
に

反
映
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

で
あ
る
「
組
合
員
に
寄
り
添
い
、
地

域
の
発
展
に
貢
献
す
る
」
を
掲
げ
、

令
和
８
年
度
の
基
本
テ
ー
マ
「
組
合

員
と
、
地
域
と
と
も
に 

協
同
の
力

で
農
業
と
地
域
の
未
来
を
拓
く
」
を

実
践
し
て
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

で
収
穫
し
ま
す
。

　
圃
場
は
、
金
融
共
済
部
職
員
が
ト

ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
て
耕
う
ん
、
畝

を
作
り
整
備
し
ま
し
た
。
種
芋
の
キ

タ
ア
カ
リ
40
㎏
に
は
、
切
り
口
に
石

灰
を
付
け
乾
燥
さ
せ
て
準
備
を
し
ま

し
た
。

　
体
験
会
場
以
外
の
圃
場
に
は
、
希

望
者
が
自
由
に
、
種
芋
を
植
付
け
し

ま
し
た
。
子
供
達
は
竹
の
棒
を
使
い

間
隔
を
図
り
な
が
ら
種
芋
を
次
々
に

置
き
、
そ
の
後
ろ
か
ら
職
員
が
施
肥

を
し
た
後
に
土
寄
せ
を
し
ま
し
た

　
こ
れ
か
ら
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
体

験
祭
り
」
ま
で
は
、
金
融
共
済
部
職

員
が
、
芽
か
き
、
除
草
や
土
寄
せ
、

追
肥
な
ど
の
栽
培
管
理
を
行
い
豊
作

を
期
待
し
て
準
備
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
第
33
回
座
談
会

を
３
月
３
～
９
日
、
本
支
店
（
９
会

場
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
座
談
会
で
は
、
常
勤
役
員
と
各
部

長
か
ら
事
業
報
告
（
１
月
末
）、
事

業
案
内
を
説
明
し
た
後
に
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
か
ら
の
質
疑
・
意
見
・
要

望
を
直
接
対
話
す
る
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
と
し
て
は
、
農
産
物
の

出
荷
、
老
朽
化
し
た
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
や
育
苗
セ
ン
タ
ー
等
の

農
業
施
設
、
気
候
変
動
に
よ
り
以
前

と
異
な
る
病
害
虫
対
策
、
農
業
従
事

者
が
減
る
中
で
の
農
事
支
部
の
運
営
、

支
店
再
編
後
の
旧
店
舗
の
活
用
等
に

つ
い
て
様
々
な
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　
そ
の
場
で
対
応
で
き
る
案
件
は
回

熱心な討議がありました

植付け方をレクチャー

参加者から質問

収穫場所に種芋を植付け

回答する五十嵐組合長

協力して植付けします

第
33
回
座
談
会

　各
支
部
で
開
催

ジ
ャ
ガ
イ
モ
植
付
け
体
験



４/20～５/20牡牛座 ❹

JAたかさき

（全体運）人気に恵まれる順調運。あなたを構いたい人が多くて困ってしまうかも。皆で楽しめるプランを提案して
（健康運）アロママッサージでリラックス。つぼ押しも◎
（幸運の食べ物）アシタバ

　
農
事
組
合
法
人
た
か
さ
き
下
大
類

作
業
部
会
は
、
２
月
24
日
、
下
大
類

町
の
作
業
場
と
圃
場
で
麦
栽
培
勉
強

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
部
会
員
、
西

部
農
業
事
務
所
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
13
名

が
参
加
し
て
、
育
成
状
況
の
確
認
と

今
後
の
栽
培
管
理
を
学
び
ま
し
た
。

　
講
師
の
西
部
農
業
事
務
所
佐
藤
主

幹
が
、
播
種
時
期
か
ら
２
月
20
日
ま

で
の
平
均
気
温
・
降
水
量
の
推
移
を

解
説
し
ま
し
た
。

　
近
隣
の
作
況
ほ
調
査
結
果
は
、
草

丈
12
・
1
㌢
（
平
年
比
97
％
）
平
年

並
み
、
茎
数
１
平
方
㍍
当
た
り
７
２

９
本
（
同
70
％
）
で
「
少
雨
に
よ
る

乾
燥
で
茎
数
が
少
な
く
、
現
状
で
は

生
育
が
良
く
な
い
」
と
報
告
し
ま
し

た
。

　
栽
培
管
理
で
は
麦
踏
み
・
追
肥
・

赤
か
び
病
防
除
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し

て
、
麦
踏
み
は
「
寒
さ
と
乾
燥
に
強

く
な
り
、
分
茎
が
進
み
倒
伏
の
軽
減

効
果
が
あ
る
。
作
業
す
る
時
期
は
、

茎
立
ち
直
前
に
行
う
こ
と
が
効
果
的
。

草
丈
が
20
～
25
㌢
ま
で
３
回
実
施
す

る
の
が
望
ま
し
い
」
と
促
し
ま
し
た
。

ウ
モ
ロ
コ
シ
と
エ
ダ
マ
メ
の
種
を
配

布
し
て
播
種
時
期
や
収
穫
時
期
の
見

極
め
な
ど
栽
培
管
理
を
説
明
し
ま
し

た
。
直
売
所
の
限
ら
れ
た
棚
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
す
る
方
法
と
し
て
、
ミ
ニ

野
菜
を
紹
介
し
て
新
た
な
品
目
に
挑

戦
し
て
欲
し
い
と
促
し
ま
し
た
。

　
全
農
ぐ
ん
ま
肥
料
農
薬
課
佐
藤
さ

ん
は
、
ナ
ス
、
ネ
ギ
、
エ
ダ
マ
メ
の

病
害
虫
防
除
薬
剤
一
覧
を
示
し
て
、

薬
剤
の
特
徴
と
効
果
を
説
明
。
近
年

の
猛
暑
対
策
と
し
て
、
樹
勢
や
根
張

り
の
改
善
を
促
す
バ
イ
オ
ス
テ
ィ

ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材
を
紹
介
し
て
効
果

的
な
使
用
方
法
を
話
し
ま
し
た
。

　
追
肥
は
「
タ
ン
パ
ク
質
含
量
を
高

め
る
為
に
必
要
だ
が
、
過
剰
に
追
肥

す
る
と
外
観
品
質
の
悪
化
、
倒
伏
の

原
因
に
な
る
の
で
15
㌔
／
10
㌃
位
が

適
量
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
赤
か
び
病
防
除
は
「
赤
か
び
病
は
、

出
穂
後
に
雨
が
続
き
気
温
が
高
い
と

発
生
し
易
い
。
出
来
れ
ば
２
回
防
除

が
望
ま
し
い
」
と
促
し
ま
し
た
。

　
圃
場
で
は
、
抜
取
っ
た
幼
穂
と
茎

を
示
し
て
適
切
な
麦
踏
み
時
期
は

「
主
棹
長
２
～
３
㌢
位
が
目
安
。
草

丈
が
25
線
以
上
で
は
幼
穂
を
傷
め
る

た
め
麦
踏
み
は
行
わ
な
い
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
３
月
17
日
、
春

ま
き
野
菜
栽
培
講
習
会
を
本
店
多
目

的
研
修
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
生
産
者
74
名
が
参
加
し
て
農
薬
使

用
の
基
礎
、
栽
培
管
理
や
病
害
虫
防

除
を
学
び
ま
し
た

　
野
菜
栽
培
講
習
会
は
、
直
売
所
グ

ル
米
四
季
菜
館
へ
の
出
荷
品
の
品
質

向
上
、
出
荷
者
増
を
目
的
に
年
２
回

開
催
。
今
回
は
「
農
薬
の
基
礎
」「
春

ま
き
野
菜
の
品
種
紹
介
」「
肥
料
・

農
薬
の
紹
介
」
３
部
構
成
で
講
習
し

ま
し
た
。

　
県
西
部
農
業
事
務
所
中
坪
主
幹
が

農
薬
の
基
礎
と
春
に
発
生
が
多
い
病

害
虫
の
対
策
を
説
明
し
ま
し
た
。
同

じ
系
統
の
薬
剤
を
継
続
使
用
す
る
と

耐
性
の
あ
る
病
害
虫
が
増
え
る
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
系
統
の
薬
剤
の
使
用
を

試
み
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　
農
薬
を
使
用
す
る
時
は
、
ラ
ベ
ル

記
載
さ
れ
た
適
用
作
物
と
使
用
基
準

を
順
守
し
て
、
薬
剤
の
有
効
期
限
と

使
用
回
数
は
厳
守
す
る
と
伝
え
ま
し

た
。

　
ヒ
ザ
ワ
種
苗
㈱
田
島
部
長
は
、
ト

麦の生育状況を確認

講義を熱心に聴きます

春
ま
き
野
菜
栽
培
講
習
会

良
質
の
麦
生
産
へ

下
大
類
作
業
部
会
麦
栽
培
勉
強
会

TOPICS



双子座 ５/21～６/21❺

JAたかさき

（全体運）失敗しても挽回できます。慌てずに対処しましょう。友人は良いアドバイスをくれるので話に耳を傾けて
（健康運）肩凝りは早めにケアを。スマホの見過ぎに注意
（幸運の食べ物）根ミツバ

　
野
菜
部
会
は
２
月
５
日
、
本
店
で

長
ネ
ギ
栽
培
講
習
会
を
生
産
者
ら
18

名
参
加
に
よ
り
開
催
し
て
、
品
種
特

性
や
施
肥
、
病
害
虫
防
除
の
栽
培
管

理
を
学
び
ま
し
た
。

　
種
苗
会
社
担
当
者
が
、
品
種
特
性

を
説
明
し
て
、
時
期
や
天
候
に
適
し

た
作
業
が
品
質
の
良
い
ネ
ギ
を
作
る

と
話
し
ま
し
た
。
西
部
農
業
事
務
所

の
技
師
が
「
今
年
は
少
雨
で
生
育
が

良
く
な
い
が
、
収
穫
を
遅
ら
せ
て
雨

が
降
る
と
伸
び
す
ぎ
る
の
で
適
期
に

収
穫
す
る
」
と
注
意
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
長
ネ
ギ
を
振
興
作
物
と
し

て
奨
励
し
て
お
り
、
昨
年
は
生
産
者

23
名
が
71
㌧
出
荷
し
ま
し
た
。

　
農
産
物
直
売
所
「
グ
ル
米
四
季
菜

館
」
２
店
舗
で
は
、
３
月
19
日
～
21

日
の
３
日
間
、
春
の
お
彼
岸
セ
ー
ル

を
開
催
し
て
、
多
く
の
来
店
客
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
切
り
花
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
彼
岸
の

需
要
に
あ
わ
せ
て
生
産
者
が
出
荷
し

た
切
り
花
が
、
通
常
よ
り
多
く
並
べ

ら
れ
て
、
お
墓
参
り
定
番
の
一
輪
菊

や
小
菊
が
手
頃
な
値
段
で
売
ら
れ
て

盛
況
で
し
た
。

　
棚
に
は
、
お
彼
岸
供
物
用
の
ぼ
た

も
ち
、
果
物
が
並
ん
だ
他
、
選
果
場

か
ら
直
送
し
た
高
崎
産
の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
「
う
れ
っ
娘
ト
マ
ト
」
は
、
大

玉
、
中
玉
、
規
格
外
品
を
日
替
わ
り

で
特
別
価
格
に
て
提
供
し
ま
し
た
。

　
金
融
共
済
部
は
３
月
３
日
、
令
和

８
年
度
共
済
事
業
計
画
の
達
成
に
向

け
た
進
発
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
常
勤
役
員
、
金
融
共
済

部
部
長
・
課
長
、
支
店
長
、
普
及
推

進
課
長
、
渉
外
担
当
者
、
Ｊ
Ａ
共
済

連
職
員
ら
49
名
出
席
に
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
共
済
事
業
の
目
標
と
活
動
方
針
等

を
確
認
し
た
他
、
日
頃
の
活
動
や
契

約
時
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い

て
再
認
識
を
図
り
ま
し
た
。

　
結
び
に
は
、
代
表
者
に
よ
る
活
動

方
針
の
決
議
を
行
っ
た
他
、
出
席
者

全
員
で
「
頑
張
ろ
う
三
唱
」
を
行
い

令
和
８
年
度
の
共
済
事
業
の
活
動
に

励
み
を
図
り
ま
し
た
。

　
営
農
部
は
２
月
25
日
、
本
店
で
土

壌
診
断
の
結
果
に
基
づ
く
野
菜
施
肥

相
談
会
を
開
催
し
て
、
生
産
者
12
名

が
相
談
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
土
壌
診
断
で
耕
地
に
含
ま
れ
る
養

分
の
過
不
足
を
把
握
し
て
適
正
な
施

肥
を
行
い
、
作
物
の
収
量
と
品
質
が

安
定
・
向
上
し
て
生
産
コ
ス
ト
の
低

減
に
も
な
り
ま
す
。
必
要
以
上
に
肥

料
を
与
え
る
事
は
、
収
量
ア
ッ
プ
に

結
び
つ
か
な
い
で
、
品
質
低
下
や
環

境
へ
の
悪
影
響
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
相
談
に
は
、
Ｊ
Ａ
、
西
部
農
業
事

務
所
、
全
農
ぐ
ん
ま
、
肥
料
メ
ー

カ
ー
の
担
当
者
が
対
応
し
て
、
土
作

り
と
適
正
な
施
肥
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
、
生
産
者
を
応
援
し
ま
し
た
。

適切な施肥をアドバイス

頑張ろう！の三唱

色とりどりの切り花売り場

長ネギ品種を説明します

野
菜
施
肥
相
談
会

共
済
事
業
の
進
発
大
会

長
ネ
ギ
栽
培
講
習
会

グ
ル
米
四
季
菜
館

　

  

お
彼
岸
セ
ー
ル

TOPICS



蟹　座 ６/22～７/22 ❻

JAたかさき

（全体運）頭の痛いことが多いとき。全体的に縮小の方向で考えてみましょう。手を広げないのが収拾のコツ。買い物は早めに
（健康運）無理は禁物。軽いストレッチで柔軟性を保って
（幸運の食べ物）ナバナ

TOPICS

箱
田
　
大
介

　
経
済
部
自
動
車
課
オ
ー
ト
パ
ル
高
崎
調
査
役

　（
経
済
部
自
動
車
課
オ
ー
ト
パ
ル
高
崎
主
任
）

由
利
　
妙
美

　
高
崎
南
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
調
査
役

　（
片
岡
支
店
主
任
）

相
川
　
伊
久
美

　
高
崎
北
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
調
査
役

　（
西
部
支
店
調
査
役
）

城
田
　
直
樹

　
高
崎
北
支
店
普
及
推
進
課
共
済
専
任
調
査
役

　（
高
崎
北
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
調

査
役
）

工
藤
　
朱
実

　
高
崎
東
支
店
普
及
推
進
課
共
済
専
任
調
査
役

　（
高
崎
東
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
調

査
役
）

糸
井
　
宏
樹

　
高
崎
東
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
調
査
役

　（
経
済
部
経
済
課
調
査
役
）

狩
野
　
麻
美

　
企
画
管
理
部
総
務
課
付
け
主
任

　（
中
川
支
店
主
任
）

山
口
　
大

　
企
画
管
理
部
経
理
課
主
任

　（
企
画
管
理
部
経
理
課
）

３
月
１
日
付
異
動
　（
　
）
は
旧
部
署
で
す
。

服
部
　
通
幸

　
企
画
管
理
部
部
長

　（
企
画
管
理
部
長
兼
企
画
課
長
）

小
澤
　
健
一

　
金
融
共
済
部
部
長

　（
金
融
共
済
部
長
兼
共
済
課
長
）

関
根
　
越
夫

　
営
農
部
部
長

　（
営
農
部
長
兼
営
農
企
画
課
長
）

峯
岸
　
良
和

　
経
済
部
部
長
兼
開
発
相
談
課
長

　（
経
済
部
開
発
相
談
課
考
査
役
課
長
）

眞
下
　
博
明

　
高
崎
北
支
店
審
査
役
支
店
長

　（
経
済
部
長
）

峯
岸
　
恵
子

　
高
崎
東
支
店
支
店
長

　（
高
崎
東
支
店
普
及
推
進
課
長
）

塚
越
　
宜
行

　
片
岡
支
店
支
店
長

　（
金
融
共
済
部
資
金
課
長
）

神
宮
　
豊

　
大
類
支
店
支
店
長

　（
高
崎
南
支
店
普
及
推
進
課
長
）

相
川
　
和
人

　
企
画
管
理
部
総
務
課
考
査
役
課
長

　（
大
類
支
店
長
）

石
井
　
秀
子

　
金
融
共
済
部
資
金
課
考
査
役
課
長

　（
片
岡
支
店
長
）

松
島
　
か
ず
み

　
金
融
共
済
部
共
済
課
考
査
役
課
長

　（
企
画
管
理
部
総
務
課
考
査
役
課
長
）

池
田
　
由
美

　
営
農
部
営
農
指
導
課
課
長

　（
営
農
部
農
産
販
売
課
東
部
ア
グ
リ
セ
ン

タ
ー
課
長
代
理
）

有
須
　
博
俊

　
営
農
部
米
麦
販
売
課
課
長

　（
営
農
部
営
農
指
導
課
長
）

栁
澤
　
亮
介

　
高
崎
南
支
店
普
及
推
進
課
課
長

　（
高
崎
南
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
課

長
代
理
）

宮
嶋
　
義
和

　
高
崎
東
支
店
普
及
推
進
課
課
長

　（
高
崎
東
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
課

長
代
理
）

渡
邊
　
直
人

　
金
融
共
済
部
推
進
課
課
長
代
理

　（
高
崎
東
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
課

長
代
理
）

鎌
田
　
恭
平

　
高
崎
中
央
支
店
普
及
推
進
課
共
済
専
任
課

長
代
理

　（
高
崎
中
央
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外

課
長
代
理
）

上
原
　
浩
昭

　
高
崎
東
支
店
普
及
推
進
課
共
済
専
任
課
長

代
理

　（
高
崎
東
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
課

長
代
理
）

田
島
　
八
重
子

　
営
農
部
農
産
販
売
課
東
部
ア
グ
リ
セ
ン

タ
ー
調
査
役

　（
営
農
部
農
産
販
売
課
野
菜
セ
ン
タ
ー
調

査
役
）

眞
下
　
友
樹

　
営
農
部
米
麦
販
売
課
調
査
役

　（
高
崎
南
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
主
任
）

松
本
　
直
紀

　
営
農
部
米
麦
販
売
課
調
査
役

　（
営
農
部
米
麦
販
売
課
主
任
）

令
和
８
年
度
人
事
異
動



７/23～８/22獅子座❼

JAたかさき

（全体運）勢いがあります。思うままにやってみましょう。足りない部分は後付けでOK。丁寧なフォローで丸く収まるはず
（健康運）不調は自然と回復。運動量を増やしてGO !
（幸運の食べ物）アスパラガス

TOPICS

松
井
　
南
美

　
高
崎
東
支
店
金
融
共
済
課

　（
高
崎
南
支
店
金
融
共
済
課
）

林
　
享
彦

　
高
崎
東
支
店
普
及
推
進
課
共
済
専
任

　（
高
崎
東
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
）

財
部
　
美
咲

　
中
川
支
店

　（
高
崎
北
支
店
金
融
共
済
課
）

３
月
31
日
付

木
暮
　
仁
美

　
西
部
支
店
継
続
雇
用

　（
高
崎
北
支
店
審
査
役
支
店
長
）

瀬
間
　
康
二

　（
高
崎
東
支
店
長
）

中
嶋
　
美
衣
奈

　
金
融
共
済
部
資
金
課
主
任

　（
企
画
管
理
部
総
務
課
主
任
）

横
尾
　
極

　
営
農
部
営
農
指
導
課
主
任

　（
営
農
部
営
農
指
導
課
）

島
田
　
和
也

　
営
農
部
農
産
販
売
課
東
部
ア
グ
リ
セ
ン

タ
ー
長
主
任

　（
営
農
部
営
農
指
導
課
主
任
）

加
藤
　
祐
一

　
高
崎
南
支
店
普
及
推
進
課
共
済
専
任
主
任

　（
高
崎
南
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
）

佐
藤
　
寛

　
高
崎
北
支
店
普
及
推
進
課
共
済
専
任
主
任

　（
高
崎
北
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
）

坂
本
　
千
晶

　
高
崎
中
央
支
店
金
融
共
済
課
主
任

　（
高
崎
中
央
支
店
金
融
共
済
課
）

荒
川
　
修
一

　
高
崎
中
央
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
主
任

　（
高
崎
中
央
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
）

原
田
　
理
沙

　
高
崎
東
支
店
金
融
共
済
課
主
任

　（
金
融
共
済
部
融
資
管
理
課
主
任
）

狩
野
　
洋
光

　
高
崎
東
支
店
普
及
推
進
課
共
済
専
任
主
任

　（
高
崎
東
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
）

小
林
　
美
夏

　
金
融
共
済
部
資
金
課

　（
高
崎
東
支
店
金
融
共
済
課
）

松
島
　
佳
奈

　
金
融
共
済
部
融
資
管
理
課

　（
高
崎
北
支
店
金
融
共
済
課
）

武
田
　
沙
季

　
金
融
共
済
部
融
資
管
理
課

　（
金
融
共
済
部
資
金
課
）

城
田
　
那
奈

　
金
融
共
済
部
共
済
課

　（
高
崎
南
支
店
金
融
共
済
課
）

渡
邉
　
雲
恵

　
営
農
部
営
農
指
導
課

　（
営
農
部
営
農
企
画
課
）

藤
巻
　
彩
弥

　
片
岡
支
店

　（
高
崎
東
支
店
金
融
共
済
課
）

青
木 

美
由
妃

　
高
崎
南
支
店
金
融
共
済
課

　（
金
融
共
済
部
融
資
管
理
課
）

宮
原
　
汐
音

　
高
崎
南
支
店
金
融
共
済
課

　（
営
農
部
営
農
指
導
課
）

萩
原
　
亮
太

　
高
崎
南
支
店
普
及
推
進
課
共
済
専
任

　（
高
崎
南
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
）

柳
田
　
翔
吾

　
高
崎
南
支
店
普
及
推
進
課
共
済
専
任

　（
高
崎
南
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
）

小
倉
　
徳
真

　
高
崎
南
支
店
普
及
推
進
課
共
済
専
任

　（
高
崎
南
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
）

八
木
　
大
揮

　
高
崎
南
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外

　（
金
融
共
済
部
融
資
推
進
課
）

田
中
　
達
也

　
高
崎
北
支
店
普
及
推
進
課
共
済
専
任

　（
高
崎
北
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
）

高
野
　
陸
矢

　
高
崎
北
支
店
普
及
推
進
課
共
済
専
任

　（
高
崎
北
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
）

室
谷
　
明
日
香

　
高
崎
北
支
店
金
融
共
済
課

　（
高
崎
東
支
店
金
融
共
済
課
）

真
藤
　
麻
帆

　
高
崎
中
央
支
店
金
融
共
済
課

　（
金
融
共
済
部
共
済
課
）

小
林
　
巧

　
高
崎
中
央
支
店
普
及
推
進
課
共
済
専
任

　（
高
崎
中
央
支
店
普
及
推
進
課
複
合
渉
外
）

定
年
退
職
者
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agriculture

西部農業事務所より

お知らせ

（全体運）運勢は緩やかに上昇。外出するのに良いときです。時間をつくって出かけましょう。気分転換で作業効率もアップ !
（健康運）サポーターを使うなど予防策を講じて安泰
（幸運の食べ物）サヤエンドウ

西部農業事務所
農畜産課

農畜産係　佐藤　謙一

４
．
中
干
し
後
の
水
管
理

　
根
の
活
力
維
持
の
た
め
、
中
干
し
後

の
水
管
理
を
適
切
に
行
い
、
白
未
熟
粒

の
発
生
を
軽
減
さ
せ
ま
し
ょ
う（
図
２
）。

◆
飽
水
管
理
に
よ
る
間
断
灌
水

　
中
干
し
以
降
の
水
管
理
は
、
間
断
灌

水
（
‖
飽
水
管
理
）
を
行
い
ま
し
ょ
う

（
図
３
）。
間
断
灌
水
と
は
、
水
田
の
水

が
ほ
ぼ
無
く
な
り
、
田
面
の
所
々
に
あ

る
窪
み
や
足
跡
の
底
に
水
が
多
少
残
っ

て
い
る
程
度
に
な
っ
た
ら
、
ま
た
灌
水

を
行
う
方
法
で
す
。
水
田
に
よ
っ
て
は
、

水
が
い
つ
ま
で
も
溜
ま
っ
て
抜
け
な
い

場
所
も
あ
り
ま
す
が
、
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。
一
回
に
入
れ
る
水
の
量
は
、

２
～
３
日
程
度
で
ほ
ぼ
無
く
な
る
く
ら

　
令
和
７
年
産
米
に
つ
い
て
は
、
出
穂

後
の
日
平
均
気
温
が
27
℃
を
超
え
る
高

温
で
経
過
し
た
た
め
、「
白
未
熟
粒
」

が
多
発
し
、
玄
米
品
質
が
低
下
し
ま
し

た
。
気
象
庁
の
暖
候
期
予
報
に
よ
る
と
、

今
年
の
夏
（
６
～
８
月
）
の
気
温
も
高

い
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
品
質

低
下
を
軽
減
す
る
た
め
、
以
下
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
土
づ
く
り

　
適
正
な
耕
深
確
保
（
15 

㎝
）
を
行
う

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
有
機
物
や

土
壌
改
良
資
材
等
を
投
入
し
、
地
力
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

２
．
中
間
追
肥

　
出
穂
前
30
～
50
日
頃
（
概
ね
中
干
し

頃
）
に
ケ
イ
酸
カ
リ
や
塩
加
カ
リ
を
施

用
し
、
根
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
ょ
う

（
表
１
）。

３
．
穂
肥

　
生
育
後
半
の
窒
素
不
足
は
、
白
未
熟

粒
の
発
生
を
助
長
し
ま
す
。
品
種
、
生

育
状
況
に
応
じ
て
穂
肥
を
施
用
し
ま
し

ょ
う
（
図
１
・
表
２
）。

表１　中間追肥施用量（目安）
資材 施用量

ケイ酸カリ 30㎏/10a
塩加カリ 10㎏/10a

表２　穂肥施用時期と施用量（目安）
品種 施用時期 窒素成分施用量

コシヒカリ 出穂前
10日ころ 1.5～2㎏/10a

ひとめぼれ 出穂前
15日ころ 2㎏/10a

あさひの夢 出穂前
20日ころ 2～3㎏/10aゆめまつり

図２　飽水管理による白未熟粒への影響
（出典：兵庫県立農林水産技術総合センタ－）

白
未
熟
粒
率
（
％
）

16
14
12
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8
6
4
2
0

飽水管理 湛水管理

図３　中干し以降の水管理のイメージ

間断灌水（根の活力維持）

田植後の時間経過

中

干

し
出

穂

期

落

水
　
　

水

位
　
　

図１　追肥量と背白・基白乳の発生率
（出典：山口県農林総合技術センタ－）

背
白
・
基
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乳
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い
が
理
想
で
す
。

◆
出
穂
後
の
高
温
強
風
（
フ
ェ
ー
ン
）

に
対
応
し
た
水
管
理

　
出
穂
後
一
か
月
間
は
、
白
未
熟
粒
の

一
種
で
あ
る
乳
白
・
心
白
粒
の
発
生
に

も
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
台
風
が

去
っ
た
後
の
晴
天
時
な
ど
、
高
温
の
強

風
（
フ
ェ
ー
ン
）
が
予
想
さ
れ
る
場
合

に
は
、
風
が
止
む
ま
で
深
め
に
水
を

張
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
落
水
時
期

　
出
穂
一
か
月
後
を
目
安
に
落
水
し
ま

し
ょ
う
。
落
水
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
、

収
量
・
品
質
を
低
下
さ
せ
る
原
因
に
な

り
ま
す
。

水稲高温登熟障害対策のポイント
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園芸研究家●成松　次郎

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

気
象
予
報
士
●
檜
山

　靖
洋

（全体運）次第に動きが激しくなっていきます。気持ちの切り替えが大事。駄目なものは横に置き一点集中で突破を
（健康運）トイレは早めに。疲れもためないように
（幸運の食べ物）ブロッコリー

　
４
月
と
い
え
ば
い
ろ
い
ろ
な
花
が
咲
き
乱
れ
、

寒
さ
も
な
く
な
り
、
春
本
番
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
の
４
月
は
昼
間

な
ら
半
袖
で
も
過
ご
せ
る
く
ら
い
の
気
温
に
な
る

日
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
東
京
で
は
、こ
こ
数
年
４
月
の
夏
日（
最

高
気
温
が
25
度
以
上
の
日
）
が
増
え
て
い
ま
す
。

４
月
に
夏
日
に
な
っ
た
日
数
は
２
０
１
８
年
が
９

日
で
最
も
多
い
記
録
で
、
次
い
で
２
０
２
４
年
の

８
日
、
２
０
２
２
年
の
７
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花
も
早
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

初
夏
の
花
で
あ
る
ツ
ツ
ジ
や
フ
ジ
も
、
４
月
に
入

る
と
早
々
に
咲
き
だ
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

４
月
が
春
本
番
で
は
な
く
、
も
う
初
夏
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
気
象
や
季
節
の
本

を
読
む
と
き
は
、
少
し
先
の
ペ
ー
ジ
を
読
ま
な
い

と
、
実
際
の
気
温
や
体
感
に
合
わ
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
も
あ
り
、
暑
い
と
感
じ
る

期
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
満
開
の
桜
の
向
こ

う
に
は
す
ぐ
に
初
夏
の
気
配
が
漂
い
ま
す
。

春
な
の
に

オクラ　密植栽培で生長を抑えて柔らかい実を楽しむ

　
ア
フ
リ
カ
原
産
の
オ
ク
ラ
は

暑
さ
に
強
く
、
真
夏
に
美
し
い

黄
色
の
花
が
次
々
に
咲
い
て
、

実
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
寒
さ

に
は
弱
く
、
10
度
以
下
の
低
温

に
な
る
と
生
育
が
停
止
し
て
し

ま
い
ま
す
。

［
品
種
］ 「
ア
ー
リ
ー
フ
ァ
イ

ブ
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
ピ
ー

ク
フ
ァ
イ
ブ
」（
サ
カ
タ
の
タ

ネ
）、「
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
」（
ヴ
ィ

ル
モ
ラ
ン
み
か
ど
）
な
ど
の
五

角
種
や
、
大
き
く
育
っ
て
も
堅

く
な
り
に
く
い
丸
さ
や
種
の

「
ヘ
ル
シ
エ
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、

「
み
ど
り
丸
ノ
助
」（
サ
カ
タ
の

タ
ネ
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］ 

植
え
付
け
２
週

間
前
に
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土

石
灰
１
０
０
ｇ
程
度
を
散
布
し

て
耕
耘
（
こ
う
う
ん
）
し
て
お

き
ま
す
。
次
に
、
１
週
間
前
に

化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分

10 

%
）
２
０
０
ｇ
と
堆
肥
２
ｋ

ｇ
を
施
し
て
土
と
よ
く
混
ぜ
て

お
き
ま
す
。
元
肥
の
窒
素
量
が

多
い
と
実
の
付
き
が
悪
く
な
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
２
条

植
え
で
は
ベ
ッ
ド
幅
は
約
90
㎝

に
し
、
地
温
を
確
保
す
る
た
め

黒
マ
ル
チ
を
張
り
ま
す
。

［
種
ま
き
］ 

高
温
性
の
た
め
、

ま
だ
地
温
が
低
い
時
期
に
早
ま

き
し
て
も
発
芽
し
に
く
く
育
ち

も
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

地
温
が
15
度
以
上
に
な
っ
て
か

ら
種
ま
き
し
ま
す
。

　
ポ
ッ
ト
で
栽
培
し
て
植
え
替

え
る
場
合
は
、
９
㎝
ポ
リ
ポ
ッ

ト
に
４
、
５
粒
ま
き
、
発
芽
後

の
間
引
き
は
し
ま
せ
ん
（
図

１
）。
間
引
か
ず
に
栽
培
す
る

こ
と
で
生
長
を
抑
制
し
、
実
が

堅
く
な
る
こ
と
を
抑
え
ま
す
。

じ
か
ま
き
で
は
株
間
30
㎝
間
隔

に
５
、
６
粒
の
種
を
ま
き
、
１

㎝
ほ
ど
覆
土
し
て
軽
く
鎮
圧
し

ま
す
。
種
は
堅
く
吸
水
し
に
く

い
の
で
、
一
晩
水
に
漬
け
て
か

ら
ま
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

［
管
理
］ 

２
条
植
え
（
ま
た
は

じ
か
ま
き
）
で
は
条
間
約
40
㎝
、

株
間
約
30
㎝
と
し
、
本
葉
２
、

３
枚
の
間
引
き
を
し
て
い
な
い

苗
を
植
え
付
け
ま
す
（
図
２
）。

じ
か
ま
き
で
は
本
葉
２
、
３
枚

の
と
き
に
間
引
い
て
４
本
残
し

ま
す
。

　
追
肥
は
、
１
回
目
の
収
穫
の

開
始
時
期
に
１
平
方
ｍ
当
た
り

化
成
肥
料
30
ｇ
、
そ
れ
以
降
は

月
２
回
、
１
回
当
た
り
１
平
方

ｍ
当
た
り
50
ｇ
を
与
え
ま
す
。

マ
ル
チ
栽
培
で
は
、
マ
ル
チ
を

め
く
っ
て
畝
の
両
側
に
化
成
肥

料
を
散
布
し
ま
す
。

　
収
穫
ご
と
に
着
果
し
た
節
の

下
の
葉
１
、
２
枚
を
残
し
、
そ

の
下
の
葉
を
取
り
除
き
ま
す

（
図
３
）。
摘
葉
は
通
風
、
採
光

が
良
く
な
り
側
枝
の
発
生
と
着

果
を
促
し
ま
す
。

［
病
害
虫
防
除
］
ア
ブ
ラ
ム
シ
、

カ
メ
ム
シ
、
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

は
登
録
農
薬
で
早
め
に
防
除
し

ま
す
。な
お
、ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ

ウ
が
根
に
付
く
と
生
育
が
悪
く

な
る
の
で
、
前
年
作
の
野
菜
に

被
害
が
あ
れ
ば
、
他
の
畑
ま
た

は
別
の
畝
を
選
び
ま
し
ょ
う

［
収
穫
］ 

開
花
後
７
～
10
日
の

若
い
さ
や
を
、
五
角
種
は
長
さ

７
、
８
㎝
、
丸
さ
や
種
は
長
さ

10
～
15
㎝
で
収
穫
し
ま
す
（
図

４
）。
日
照
不
足
や
低
温
が
原

因
で
、
実
に
米
粒
大
の
突
起
物

が
で
き
る
「
い
ぼ
果
」
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
食
べ
て

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。※関東南部以西の平たん地を基準に記事を

作成しています。
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なくそう食品ロス
食品ロス問題ジャーナリスト●井出　留美

ＪＡ全中・ＪＡ全国相続相談・資産支援チーム
顧問税理士●柴原　一

知って納得！税金講座

（全体運）自分のための時間を取りにくいときです。優先順位を整理して動きましょう。掃除がお勧め。不用品は処分して
（健康運）生活リズムを守って。発酵食品で腸をきれいに
（幸運の食べ物）ホウレンソウ

　４月は人事異動などで歓迎会などの食事会が多く
なりますね。皆さんは食事会の後、余った料理はど
うしていますか？　私は飲食店で持ち帰りを頼んだ
ときに「保健所が厳しいから禁止」「衛生面から持
ち帰りは一律禁止」などと言われたことがあります。
でも、国としては食べ残しの持ち帰りを禁止してい
ないのをご存じでしょうか？
　2017年５月、農林水産省・消費者庁・環境省・
厚生労働省が通知を出し、食べ残しを持ち帰る場合
に注意すべき内容を示しました。飲食店は生ものな
どを除き、持ち帰る際の注意事項を客に説明するこ
と、消費者は自己責任で持ち帰ること、といった内
容です。この通知はあまり普及しませんでした。私
が飲食店に持ち帰りをできるか尋ねたのも通知が出
た後でしたが、知っている飲食店は少なかったです。
　しかし今は食品ロス削減の時代。ＳＤＧｓでは
「2030年までに世界の小売・消費レベルの食品廃棄
を半減する」と数値目標が立てられています。日本
は達成したものの、目標が低かったこともあり、ま
だ年間４兆円分の食品ロスが出ています。
　そこで2024年12月、消費者庁と厚生労働省が「食

べ残し持ち帰り促進ガイドライン」を発表しました。
法的リスクや衛生的リスクを減らし、事業者と消費
者の双方が意識を変え行動変容することが目的です。
持ち帰り用の箱「ｍｏｔｔＥＣＯ（モッテコ）」とい
うネーミングも環境省から発表されました。外食産
業で発生する食品ロスのうち相当程度を客の食べ残
しが占めています（消費者庁・農林水産省・環境省
〈外食時のおいしく「食べきり」ガイド〉より）。店
側は客に適量を尋ね、客は食べ切れる分だけ注文す
ると食品ロス削減につながるでしょう。
　これらを意識する
ことで、食品ロスの
削減だけではなく、
客にとっても飲食店
にとってもお金の節
約になり、食品ロス
を処分した際に排出
される温室効果ガス
などによる気候変動
の影響も削減できる
でしょう。

外食での食品ロスを減らそう

■ 

手
付
金
と
は

　
売
買
契
約
や
請
負
契
約
な
ど
有
償
の
契

約
を
結
ぶ
際
に
、
契
約
当
事
者
の
買
い
主

側
が
相
手
方
に
対
し
て
支
払
う
金
銭
を
手

付
金
と
い
い
、
主
に
高
額
な
取
引
や
契
約

で
見
ら
れ
ま
す
。

　
典
型
的
な
の
は
不
動
産
売
買
契
約
で
、

契
約
締
結
時
に
買
い
主
が
売
り
主
へ
代
金

の
一
部
と
し
て
手
付
金
を
支
払
う
慣
行
が

あ
り
ま
す
。
通
常
、
手
付
金
は
契
約
代
金

の
一
部
に
充
当
さ
れ
、
最
終
的
に
残
代
金

と
相
殺
さ
れ
ま
す
。
契
約
が
順
調
に
履
行

さ
れ
れ
ば
手
付
金
は
購
入
代
金
の
一
部
と

し
て
扱
わ
れ
る
た
め
、
買
い
主
に
戻
っ
て

く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
契

約
を
解
除
す
る
場
合
に
は「
手
付
け
流
し
」

や
「
手
付
け
倍
返
し
」
に
な
り
ま
す
。

■ 

手
付
け
流
し
と
手
付
け
倍
返
し

　
例
え
ば
、
自
己
所
有
の
土
地
を
知
人
か

ら
「
売
っ
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ
て
応
じ
、

手
付
金
と
し
て
１
０
０
万
円
を
受
け
取
っ

た
と
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
知
人
か

ら
「
他
の
土
地
を
買
う
こ
と
に
し
た
の
で
、

契
約
は
な
か
っ
た
こ
と
に
し
て
ほ
し
い
」

と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
先
方
か

ら
の
一
方
的
な
契
約
解
除
で
あ
り
、
受
け

取
っ
た
手
付
金
１
０
０
万
円
は
返
金
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
（
手
付
け
流
し
）。

こ
の
１
０
０
万
円
は
、
売
り
主
側
の
一
時

所
得
の
収
入
金
額
に
な
り
ま
す
。

　
一
時
所
得
と
は
、
利
子
所
得
、
配
当
所

得
、
不
動
産
所
得
、
事
業
所
得
、
給
与
所

得
、
退
職
所
得
、
山
林
所
得
、
譲
渡
所
得

以
外
の
所
得
の
う
ち
、
営
利
を
目
的
と
す

る
継
続
行
為
以
外
の
一
時
の
所
得
で
、
資

産
の
譲
渡
な
ど
の
対
価
と
し
て
の
性
質
を

有
し
な
い
も
の
を
い
い
ま
す
。
一
時
所
得

の
金
額
は
「
総
収
入
金
額‒
そ
の
収
入
を

得
る
た
め
に
支
出
し
た
金
額‒
特
別
控
除

額
（
50
万
円
を
限
度
）」
の
２
分
の
１
で

す
。
今
回
の
場
合
、「
そ
の
収
入
を
得
る

た
め
に
支
出
し
た
金
額
」
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
一
時
所
得
の
課
税
対
象
額
は
、（
１

０
０
万
円‒

特
別
控
除
額
50
万
円
）
×
２

分
の
１
＝
25
万
円
、
と
な
り
ま
す
。

　
反
対
に
、
手
付
金
を
受
け
取
っ
た
側
が

契
約
の
解
除
を
申
し
出
た
場
合
に
は
、
受

け
取
っ
た
手
付
金
を
返
金
し
、
さ
ら
に
手

付
金
と
同
額
の
違
約
金
を
支
払
う
こ
と
と

な
り
ま
す
（
手
付
け
倍
返
し
）。

譲渡契約における
手付金
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Q小林先生の法律相談 A
　
一
九
八
四
年
一
二
月
滋
賀
県
日

野
町
で
酒
店
を
営
ん
で
い
た
女
性

Ａ
（
六
九
才
）
が
行
方
不
明
と
な
り
、

翌
年
一
月
造
成
地
で
遺
体
で
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
死
因
は
絞
殺
で
あ
り
、

同
年
四
月
に
は
Ａ
の
手
提
金
庫
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
八
八
年
三
月

に
酒
店
の
常
連
客
で
あ
っ
た
Ⅹ
が
警

察
の
取
り
調
べ
を
受
け
、
犯
行
を
自

白
し
た
と
し
て
逮
捕
起
訴
さ
れ
ま
し

（全体運）上昇運です。最初はスムーズさを欠いても挽回できます。説明書はきちんと読んで。非常持ち出し袋は中身を点検
（健康運）好転の兆し。体を動かせばさらに元気に
（幸運の食べ物）カブ

た
。
Ⅹ
は
公
判
で
自
白
は
捜
査
官
の

暴
行
脅
迫
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
無

実
を
訴
え
ま
し
た
が
、
一
九
九
五
年

六
月
三
〇
日
に
大
津
地
裁
は
無
期
懲

役
の
有
罪
判
決
を
言
い
渡
し
、
二
〇

〇
〇
年
一
〇
月
に
最
高
裁
で
確
定
し

ま
し
た
。
Ⅹ
の
犯
行
を
裏
付
け
る
物

的
な
証
拠
は
な
く
、
自
白
や
そ
の
後

の
死
体
発
見
現
場
や
金
庫
の
投
棄
現

場
へ
の
引
き
当
た
り
捜
査
の
状
況
等

か
ら
犯
人
に
間
違
い
な
い
と
し
て
有

罪
と
さ
れ
ま
し
た
。
Ⅹ
は
再
審
請
求

中
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
病
死
し
ま

し
た
。
Ⅹ
の
遺
族
が
第
二
次
再
審
請

求
を
行
い
ま
し
た
。
有
罪
の
決
め
て

と
な
っ
た
死
体
引
き
当
た
り
報
告
書

で
は
、
Ⅹ
が
死
体
に
見
立
て
た
人
形

を
抱
え
て
投
棄
場
所
を
自
ら
案
内
し

た
経
過
が
写
真
を
添
付
し
て
報
告
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
添
付
さ
れ
て
い

る
写
真
の
ネ
ガ
自
体
の
証
拠
の
開
示

を
弁
護
団
が
求
め
た
と
こ
ろ
、
ネ
ガ

に
は
、
Ⅹ
が
人
形
を
抱
え
ず
、
う
ず

く
ま
っ
た
姿
も
撮
影
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
死
体
引
き
当
た
り
報
告
書
で
は
、

Ⅹ
が
人
形
を
抱
え
た
写
真
だ
け
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と

は
、
少
な
く
と
も
Ｘ
が
、
死
体
投
棄

場
所
を
最
初
か
ら
確
実
に
案
内
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
Ⅹ
は

死
体
を
遺
棄
し
た
場
所
を
確
実
に
案

内
で
き
た
か
ら
真
犯
人
に
違
い
な
い

と
の
確
定
審
の
判
断
に
は
疑
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
事
件
当
日
は
、

知
人
宅
で
酒
を
飲
み
そ
の
ま
ま
朝
ま

で
寝
て
し
ま
っ
た
と
ア
リ
バ
イ
を
Ⅹ

は
主
張
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ア
リ

バ
イ
に
つ
い
て
も
、
確
定
審
で
は
関

係
者
の
供
述
と
一
致
せ
ず
、
虚
偽
の

ア
リ
バ
イ
主
張
と
認
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
弁
護
団
が
聴
取
し
た
関
係
者

の
供
述
に
よ
れ
ば
、
確
定
審
で
Ⅹ
の

ア
リ
バ
イ
を
否
定
し
た
関
係
者
自
身

も
、
確
定
審
で
の
自
ら
の
供
述
自
体

を
誤
り
で
あ
る
と
し
、
Ⅹ
の
ア
リ
バ

イ
に
沿
っ
た
供
述
を
し
て
お
り
、
他

の
関
係
者
の
供
述
か
ら
し
て
も
Ⅹ
の

ア
リ
バ
イ
が
成
立
す
る
可
能
性
を
否

定
で
き
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
は
じ
め
そ
の
他
の
新
た
な
証
拠

か
ら
、
二
〇
一
八
年
七
月
一
二
日
に

大
津
地
裁
で
は
、
Ⅹ
の
自
白
の
任
意

性
、
信
用
性
を
否
定
し
再
審
開
始
を

決
定
し
ま
し
た
。
検
察
官
は
即
時
抗

国
債
の
ご
案
内

■中期利付国債（５年）
　入札日　令和８年４月９日㈭
■中期利付国債（２年）
　入札日　令和８年４月30日㈭
■長期利付国債（10年）
　入札日　令和８年５月１日㈮

利率、募集期間、その他詳しくは
本支店窓口にお問い合わせ下さい。

Question

告
し
ま
し
た
が
、
大
阪
高
裁
で
は
二

〇
二
三
年
二
月
二
七
日
に
検
察
官
の

即
時
抗
告
を
棄
却
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
検
察
官
は
最
高
裁
に
特
別
抗
告
し

ま
し
た
が
、
最
高
裁
で
は
、
二
〇
二

六
年
二
月
二
四
日
に
特
別
抗
告
を
棄

却
し
大
津
地
裁
の
再
審
開
始
決
定
が

確
定
し
ま
し
た
。
今
後
大
津
地
裁
で
、

再
審
公
判
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
Ⅹ
は
、
殺
人
犯
と
し
て
服
役

者
の
ま
ま
死
亡
し
て
お
り
ま
す
が
、

強
盗
殺
人
事
件
で
死
後
再
審
が
認
め

ら
れ
る
の
は
戦
後
二
例
目
で
Ⅹ
の
名

誉
が
回
復
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。 

　死亡した服役囚の汚名が
晴れるか？強盗殺人罪で無
期懲役の判決をうけ、再審
請求中に病死したいわゆる
日野町事件について最高裁
も大津地裁がした再審開始
決定を支持したと聞きます
が？
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　支店から あれこ れ

（全体運）困り事はあるものの助けてくれる人もいるとき。相談するなら早めに。家族とはよく会話を。すれ違いを防げます
（健康運）けがややけどに気を付けて。毎日の散歩が◎
（幸運の食べ物）イチゴ

　
今
回
は
、
さ
ん
や
様
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
中

尾
町
に
あ
る
観
音
堂
の
二
十
三
夜
堂
と
御
嶽
碑
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　
観
音
堂
は
慶
長
18
年
（
１
６
１
３
年
）
に
藤
原
光
永

が
、
正
観
世
音
菩
薩
を
安
置
し
ま
し
た
が
火
災
に
遇
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
52
年
に
行
わ
れ
た
本
尊
の
解
体
修
理

の
時
に
御
神
体
と
共
に
発
見
さ
れ
た
記
録
に
は
、
元
禄

－新高尾地区－

さんや様と御嶽碑

４
年
（
１
６
９
１
年
）
に
江
戸
の
田
中
又
右
衛
門
が
再

建
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
十
三
夜
堂
と
呼
ば
れ
る
現
在
の
観
音
堂
は
、
昭
和

９
年
に
改
築
さ
れ
た
お
堂
に
な
り
ま
す
。
二
十
三
夜
と

は
、
月
の
出
を
待
ち
祭
る
行
事
で
、
月
を
拝
ん
で
供
養

す
る
民
間
信
仰
の
一
つ
で
す
。
毎
年
10
月
23
日
に
お
祭

り
が
あ
り
、
五
穀
豊
穣
、
安
産
、
子
孫
繁
栄
を
祈
願
し

て
い
ま
す
。
昭
和
30
年
代
に
は
屋
台
の
出
店
や
映
画
の

上
映
会
な
ど
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
も
地
域
住
民
の

方
々
が
集
ま
り
盛
大
に
祭
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
堂
の
隣
に
は
御
嶽
信
仰
を
伝
え
る
慶
応
３
年
（
１

８
６
７
年
）
に
造
立
さ
れ
た
御
嶽
碑
が
あ
り
、
地
域
の

人
々
が
代
々
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。

　
月
待
信
仰
と
御
嶽
信
仰
と
い
う
二
つ
の
民
間
信
仰
が

重
な
り
合
う
場
所
と
し
て
中
尾
町
の
歴
史
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
、
さ
ん
や
様
と
御
嶽
碑
に
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
新
高
尾
地
区
通
信
員
）

総代の皆さまへ
　ＪＡたかさき第33回通常総代会を下記の日程で開催いたします。

開 催 日　　令和８年５月30日（土）
開催時間　　午後１時30分
開催場所　　ＪＡたかさき本店２階　多目的研修室
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お　知　ら　せ INFORMATION

（全体運）効率が良くても人間関係でつまずいてしまうとかえって時間がかかることも。ルールを守って進めた方がスムーズ
（健康運）口コミで人気の健康法を試してみましょう
（幸運の食べ物）ラディッシュ

経済部 経済課から

新 茶 ご 予 約

受 付 承 り ま す

ご注文は 各支店窓口 まで

〈お問合せ先〉

JAたかさき経済課

TEL027－352－1159
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お　知　ら　せ INFORMATION

経済部 開発相談課から 金融共済部 推進課から

経済部 開発相談課から

（全体運）順調運ですが予想外のことも。予定には余裕を持たせて。臨機応変に動けば楽しいことが増えていきそうです
（健康運）喉をよくケアして大切に。カリンや蜂蜜が味方
（幸運の食べ物）レタス

《
日
　時
》

●
４
月
10
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
４
月
24
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
５
月
８
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
５
月
22
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
弁
護
士
》

●
ゆ
う
あ
い
綜
合
法
律
事
務
所

　
・
弁
護
士
　
小 

林 

優 

公

　
・
弁
護
士
　
青
木
悠
一
郎

無
料
法
律
相
談
日

《
日
　時
》

●
４
月
17
日
㈮
　
午
後
２
時
00
分

●
５
月
15
日
㈮
　
午
後
２
時
00
分

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
税
理
士
》

●
今
西
会
計
事
務
所

　
・
税
理
士
　
今 

西 

孝 

徳

《
予
約
・
問
合
せ
》

　
経
済
部
　
開
発
相
談
課

※ 

ど
ち
ら
の
ご
相
談
に
関
し
て
も
予
め

電
話
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

３
５
２

－

５
２
９
２

無
料
税
務
相
談
日

年金無料相談会年金無料相談会
「年金」について、疑問はありませんか？

年金の専門家（社会保険労務士）を招いて個別に相談を承ります。

高崎市八幡町432番地１  ☎027－343－6202
開催時間　９：00～12：00

西部支店 ４月18日（土）
開催店舗

オートパル高崎から

タイヤサイズ
タイヤメーカー

ブリジストン ヨコハマ ダンロップ
155/65R14

タント、N-BOX等
7,700円
ニューノ

7,700円
ブルーアースRV　ES32

7,700円
エナセーブEC205

145/80R13
アルト、ミラ等

7,000円
ニューノ

7,000円
ブルーアースRV　ES32

7,000円
エナセーブEC205

165/65R14
トール、ルーミー等

10,000円
ニューノ

10,000円
ブルーアースRV　ES32

10,000円
エナセーブEC205

185/60R15
ヤリス、フィット等

14,300円
ニューノ

14,300円
ブルーアースRV　ES32

14,300円
エナセーブEC205

195/65R15
セレナ等

14,800円
ニューノ

14,800円
ブルーアースRV　ES32

14,800円
エナセーブEC205

205/60R16
ノア、ヴォクシー等

17,500円
ニューノ

17,500円
ブルーアースRV　ES32

17,500円
エナセーブEC205

145/R12 6PR
145/80R12
軽トラック用

6,500円
K370

6,500円
Y356
Y828

6,500円
エナセーブ　VAN01
グラントレック　TG4

※金額は１本あたり税抜きの値段です。掲載以外のサイズもお問い合わせください。
※交換工賃、廃タイヤ処分料込の金額です。※バルブ交換（１本/１５０円）

春のタイヤキャンペーンオートパル高崎

相続・事業継承・資産に関する相談会相続・事業継承・資産に関する相談会
ＪＡの開発相談課職員がご相談を承ります

高崎市八幡町432番地１  完全予約制☎027-343-6202
開催時間　９：00～11：00

開催店舗
西部支店 ４月18日（土）



　毎回多数の応募を頂いております 
「ＪＡだより頭の体操」の賞品は、ＪＡ
オリジナル商品「高崎うどん」を毎回
抽選で５名の皆様にお
贈りします。高崎産小麦
100％のこだわりのうど
んを是非御賞味下さい。

（尚、当選者には引換券
をお送りしますので、お
近くの「グル米四季菜館」
でお取換え願います。）

今月の問題組合員のみなさま、全員が応募出来ます。

まちがい
さがし
出題・イラスト
ゆきたけし

JAだより頭の体操

⓯

応募のお知らせ

理
事
会
だ
よ
り

３
月
30
日
㈪
開
催

議
　事

第
１
号
議
案
　 

令
和
７
年
度
末
決
算
結
果
並
び

に
剰
余
金
処
分
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　 

令
和
７
年
度
自
己
査
定
の
結
果

並
び
に
個
別
貸
倒
引
当
金
に
つ

い
て

第
３
号
議
案
　 

就
業
規
則
の
変
更
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　 

臨
時
職
員
就
業
規
則
の
変
更
に

つ
い
て

第
５
号
議
案
　 

個
人
情
報
保
護
法
等
に
基
づ
く

公
表
事
項
等
の
一
部
改
訂
に
つ

い
て

第
６
号
議
案
　 

経
営
実
績
の
月
例
検
討
に
つ
い

て

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
録
は
支
店

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

他
に
、
各
部
よ
り
29
件
の
報
告
事
項
が
あ
り
ま

し
た
。

　
冬
の
寒
さ
も
和
ら
い
で
、
過
ご

し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
国
の
古
い
詩
で
詠
ま
れ
た

「
春
眠 

暁
を
覚
え
ず
」
の
と
お
り

で
、
暑
く
も
寒
く
も
な
い
気
候
な

の
で
熟
睡
し
て
、
夜
が
明
け
た
の
も
気
づ
か
な

い
程
ゆ
っ
た
り
と
朝
寝
を
し
た
い
も
の
で
す
が
、

現
実
的
に
は
、
な
か
な
か
無
理
だ
っ
た
り
し
ま

せ
ん
か
？

　
季
節
の
変
わ
り
目
は
、
寒
暖
差
が
大
き

く
、
疲
労
感
や
だ
る
さ
が
出
や
す
い
頃
な
の
で
、

し
っ
か
り
栄
養
を
と
り
、
質
が
良
く
十
分
な
睡

眠
時
間
を
確
保
し
て
、
元
気
に
健
康
的
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

下之城町
茂木　　始 様
楽間町
武井　賢一 様

３月号の当選者
おめでとうございます

貝沢町
長井　和恵 様
沖町
木暮　悠太 様

矢中町
眞下　理花 様 （今月の応募数28通）

◆応募方法：E‒MAIL・ＦＡＸ・郵便ハガキのいずれかの方法でご応募下さい。
　　　　　　 必要事項（答え、住所、氏名、電話番号）を記入の上、下記あて先までお送り

下さい。正解者の中から抽選で５名のみなさんに、ＪＡオリジナル「高崎うどん」
をプレゼントします。ＪＡや本誌に対するご意見・ご感想をお待ちしております。

◆あ て 先：（E‒MAIL）homepage@takasaki.jagunma.net
　　　　　　（Ｆ Ａ Ｘ）027－352－7104
　　　　　　（ハ ガ キ）〒370－0018　高崎市新保町1482
　　　　　　　　　　　 ＪＡたかさき「ＪＡだより頭の体操」係
◆締め切りと正解者発表：４月15日の消印まで有効とし、正解者発表は５月号に掲載予定です。
【個人情報の取扱い】
　ご応募戴いたE‒MAIL・ＦＡＸ・ハガキは、抽選と商品発送以外の目的には使用いたしません。

■右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所あります。
　間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

先月号の答え
16◆ 　　　　　　　　　　 ◆
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今
回
は
、
乗
附
町
に
お
住
ま
い
の
乗
附
政

行
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
乗
附
さ
ん
は
お
父
様
が
農
業
を
さ
れ
て
い

て
、
会
社
に
勤
め
な
が
ら
農
作
業
を
手
伝
っ

て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
乗
附
地
区
の
一
反
の
畑
で
自
家
用

野
菜
の
玉
ね
ぎ
・
ほ
う
れ
ん
草
・
オ
ク
ラ
・

白
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
週
に
三
日
程
度

一
人
で
農
作
業
を
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
変

な
事
も
多
そ
う
で
す
。

　
昨
年
は
乗
附
地
区
に
イ
ノ
シ
シ
が
出
た
の

で
す
が
こ
ま
め
に
除
草
作
業
を
行
っ
て
い
た

の
で
野
菜
に
被
害
が
出
ず
に
済
ん
で
よ
か
っ

た
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
野
菜
作
り
は
元
々
好
き
で
、
日
々
努
力
を

重
ね
て
野
菜
の
収
穫
が
無
事
に
出
来
た
時
は
、

野
菜
作
り
を
ず
っ
と
続
け
て
き
て
良
か
っ
た

と
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
若
い
頃
は
バ
イ
ク
に
乗
る
の
が
好
き
で
大

好
き
な
仲
間
と
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
て
い

た
そ
う
で
す
。

　
現
在
は
時
間
が
あ
る
と
庭
の
手
入
れ
を
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
益
々
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
片
岡
地
区
通
信
員
）

野
菜
作
り
が
生
き
が
い

ー
乗
附
町
　乗
附
政
行
さ
ん
ー

　　タケノコ（ゆでたもの） …100g
　　鶏ひき肉…………400g
　　小ネギ…… 4本（40g）
　　卵………………… 1個
　　片栗粉……… 大さじ2
　　おろししょうが… 10g
　　塩………… 小さじ2/3
　　こしょう………… 少々
油……………………… 適量
　　しょうゆ…… 大さじ2
　　酒…………… 大さじ2
　　みりん……… 大さじ2

材料（４人分）

【
作
り
方
】　

❶
タ
ケ
ノ
コ
は
大
き
め
の
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。
小

ネ
ギ
は
飾
り
用
に
3,4
㎝
幅
に
切
っ
て
少
し
取
っ
て
お
き
、
残
り
を

小
口
切
り
に
し
て
お
く
。
Ａ
を
ボ
ウ
ル
に
入
れ
て
よ
く
こ
ね
、
食

べ
や
す
い
大
き
さ
に
丸
め
て
つ
く
ね
を
作
る
。

❷
フ
ラ
イ
パ
ン
を
温
め
て
油
を
ひ
き
、
つ
く
ね
を
並
べ
る
。
中
火

で
こ
ん
が
り
色
が
つ
く
ま
で
焼
き
、
ひ
っ
く
り
返
し
て
ふ
た
を
し

て
５
分
ほ
ど
蒸
し
焼
き
に
す
る
。
ふ
た
を
取
っ
て
ひ
っ
く
り
返
し

な
が
ら
焼
き
上
げ
る
。
串
を
刺
し
て
透
明
の
肉
汁
が
出
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
Ｂ
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
入
れ
、
少
し
と
ろ
み
が
つ
く
ま
で

火
を
入
れ
て
、
つ
く
ね
に
絡
め
る
。

❸
皿
に
盛
り
、
❶
で
取
っ
て
お
い
た
小
ネ
ギ
を
散
ら
し
て
出
来
上
が
り
。

【
ポ
イ
ン
ト
】　

形
崩
れ
を
防
ぎ
、
食
感
を
良
く
す
る
た
め
よ
く
こ

ね
ま
し
ょ
う
。
丸
め
づ
ら
い
場
合
は
手
に
油
（
分
量
外
）
を
塗
る

と
ま
と
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

タケノコ入り
鶏つくね

Ａ

B

シャキシャキ
食感が楽しい!

冷めてもおいしいので
お弁当にも


